
特別支援教育の未来を拓く
平成30年度特別支援教育実践研究報告会
第2回徳島県発達障がい教育研究会

特別支援教育の未来を拓く
～とどけ『チームとくしまの協働力！』 ～～とどけ『チームとくしまの協働力！』 ～

日時

対象

会場

平成 31年 2月15日　金　13：10～16：50
16日　土　　9：15～12：15

幼稚園，小学校，中学校，高等学校，特別支援学校教職員，福祉施設職員等

徳島グランヴィリオホテル
徳島市万代町 3-5-1

定員

徳島県教育委員会では，教育分野の研究者で構成する「発達障がい教育・自立促進アドバイザーチーム」を設置し，「徳島な
らでは」の協働研究を進めております。
本報告会では，アドバイザーチームと協働で取り組んだ通常の学級や特別支援学校での実践成果をポスター発表やシンポジ

ウムにより報告いたします。多くの皆様にご参加いただき，日頃の指導実践に活かしていただきますようご案内申し上げます。

お問い合わせ
お申し込み先

徳島県立総合教育センター　特別支援・相談課
℡　088-672-5200    Fax　088-672-5229

申込方法
2月5日（火）までに参加申込書
（裏面）をご提出ください。

主催：徳島県教育委員会

1日目

２日目

2 月15日（金）【12：45～受付】

2月 16日（土）【８：45～受付】

13：10 ～ 13：30 開会行事
13：35 ～15：05 シンポジウム
みんなで考えるポジティブな行動支援！

～みなさんの疑問・質問に答えます～
15：10 ～ 16：50 ポスター発表Ⅰ・ Ⅱ・Ⅲ

発 表 校：小学校，高等学校，特別支援学校
発表内容: 通常の学級，通級による指導，特別支援学校での実践研究，

学習教材の開発
～記録に基づいた実践研究と改善システム～

9：15 ～ 10：30 　実践報告
子どもの『できる』を伸ばす学習支援

～東みよし町立加茂小学校の取組～
10：45 ～ 12：15　シンポジウム
『褒める・認める』子どもと教師で創るみんなが幸せな学校！

～東みよし町4小学校の取組から考える～

250名（県外の方は先着順100名）
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参加費無料

畿央大学
大久保　賢一　氏

近畿大学
大対　香奈子　氏

大阪教育大学
野田　航　氏

大阪樟蔭女子大学
田中　善大　氏

大阪教育大学
庭山　和貴　氏

講　師

西軽井沢学園
奥田　健次　氏



  

出欠  １日目  ２日目

　○＝参加
　×＝不参加

出欠  １日目　　 ２日目

　○＝参加
　×＝不参加

出欠  １日目　　 ２日目

　○＝参加
　×＝不参加

出欠  １日目　　 ２日目

　○＝参加
　×＝不参加

出欠  １日目　　 ２日目

　○＝参加
　×＝不参加

フリガナ

氏　　名

フリガナ

◆参 加 申 込 書

申込締切　平成31年２月５日(火)

氏　　名

連絡先
(電話番号)

所属

連絡先
(電話番号)

所属

連絡先
(電話番号)

所属

所属

徳島県立総合教育センター特別支援・相談課　行

FAX　０８８－６７２－５２２９　(送信票不要)

フリガナ

所属
連絡先

(電話番号)

フリガナ

氏　　名

氏　　名

１日目＝２月１５日（金）　１３：１０～１６：５０
２日目＝２月１６日（土）　　９：１５～１２：１５

フリガナ

氏　　名

連絡先
(電話番号)

次の参加申込書に必要事項を記載の上，ＦＡＸ又は郵送でお申し込みください。
メールの場合は，必要事項をメール本文に記載の上，件名を「実践研究報告会の参加申込」とし，徳島県立総合
教育センター特別支援・相談課までお申し込みください。

E-mail の 場 合
郵 送 の 場 合

tokubetsushien@mt.tokushima-ec.ed.jp
〒７７９－０１０８　徳島県板野郡板野町犬伏字東谷１－７
徳島県立総合教育センター特別支援・相談課　宛

平成30年度特別支援教育実践研究報告会
第2回徳島県発達障がい教育研究会
参加申込書及び質問募集

＊宿泊を希望される方は，各自でホテルの予約をお願いします。

＊お申し込みいただいた研修会について，連絡がない場合はご参加いただけます。
　ご参加いただけない場合のみ連絡をいたしますのでご了承ください。

◆ポジティブな行動支援についての疑問や質問を大募集！
1日目のシンポジウム「みんなで考えるポジティブな行動支援！～みなさんの疑問・質問に答えます～」では、ポジティ
ブな行動支援の取組についての疑問や質問を参加者の皆さんから募集し、講師の先生方にお答えいただきます。
例）「ポジティブな行動支援を行う際のポイントは？」，「徳島県ではどのように取り組んでいるの？」
「チーム（教職員間）の協働力が高まるのはなぜ？」，「子どもの自主性をどうやって高めているの？」
などなど、何でもかまいません。申込時にぜひお書き込みください。シンポジウムを参加者全員で作り上げていきましょう！

疑問や質問をお書きください。

※時間の都合上、全ての疑問や質問にお答えすることができないこともあります。
　 また、書いていただいた参加者の方に、当日発表をしていただくことはありません。

＊このリーフレットは，文部科学省委託事業「発達障害の可能性のある児童生徒に対する教科指導法研究事業」により作成しました。
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